
(57)【要約】

【課題】複数のプロセッサにより、それぞれ異なるＯＳ

が実行されるコンピュータにおいて他のプロセッサやＯ

Ｓの処理に影響を与えることなく、正確にデータを受信

させることができるようにする。

【解決手段】受信部２０１は、受信すべきＩＰパケット

などのデータを受信し、アドレス解析部２０２は、受信

したＩＰパケットの宛先ＩＰアドレスをチェックし、テ

ーブル管理部２０４により記憶されているテーブルを検

索する。テーブル管理部２０４は、ＰＵ１４２－１乃至

ＳＰＵ１４２－３のそれぞれのプロセッサで稼動するＯ

Ｓに付与されたＩＰアドレスとＳＮＲとを対応付けたテ

ーブルを記憶しており、割り込み発生部２０３は、所定

のＳＮＲに対してＩＰパケットの受信を通知することで

割り込みを発生させる。本発明は、ネットワークインタ

フェースカードに適用することができる。

【選択図】図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 受 信 し た デ ー タ を 、 複 数 の プ ロ セ ッ サ に よ り 実 行 さ れ る そ れ ぞ れ
個 別 の OS（ Operating System） に よ り 処 理 さ せ る 情 報 処 理 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 所 定 の 単 位 の デ ー タ を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、
　 前 記 受 信 手 段 に よ り 受 信 さ れ た デ ー タ に 付 加 さ れ た 識 別 デ ー タ を 解 析 す る 解 析 手 段 と 、
　 前 記 識 別 デ ー タ と 、 前 記 OSを 実 行 す る プ ロ セ ッ サ の 割 り 込 み レ ジ ス タ を 特 定 す る 情 報 と
を 対 応 付 け た テ ー ブ ル を 保 持 す る 保 持 手 段 と 、
　 前 記 保 持 手 段 に 保 持 さ れ る テ ー ブ ル に 基 づ い て 特 定 さ れ る 前 記 解 析 手 段 に よ り 解 析 さ れ
た 前 記 識 別 デ ー タ に 対 応 す る 前 記 割 り 込 み レ ジ ス タ に 、 前 記 受 信 手 段 に よ り 受 信 さ れ た デ
ー タ を 書 き 込 む こ と で 、 前 記 プ ロ セ ッ サ に 対 す る 割 り 込 み 処 理 を 発 生 さ せ る 発 生 手 段 と
　 を 備 え る 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 受 信 手 段 に よ り 受 信 さ れ る デ ー タ が IPパ ケ ッ ト で あ り 、 前 記 識 別 情 報 は 、 前 記 IPパ
ケ ッ ト の 宛 先 IPア ド レ ス で あ る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 受 信 手 段 に よ り 受 信 さ れ る デ ー タ が デ ー タ リ ン ク 層 の フ レ ー ム で あ り 、 前 記 識 別 情
報 は 、 前 記 フ レ ー ム の 宛 先 MACア ド レ ス で あ る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） の フ レ ー ム は 、 IEEE 802.1Qに 適 合 す る 形 式 の フ レ ー ム
で あ り 、 前 記 識 別 情 報 は 、 前 記 フ レ ー ム の タ グ に 含 ま れ る Ｖ Ｌ Ａ Ｎ Ｉ Ｄ で あ る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 複 数 の プ ロ セ ッ サ は 、 単 一 の OSで 実 行 さ れ る そ れ ぞ れ 個 別 の プ ロ セ ス を 実 行 し 、
　 前 記 保 持 手 段 は 、 前 記 識 別 デ ー タ と 、 前 記 プ ロ セ ス を 実 行 す る プ ロ セ ッ サ の 割 り 込 み レ
ジ ス タ を 特 定 す る 情 報 と を 対 応 付 け た テ ー ブ ル を 保 持 す る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 受 信 し た デ ー タ を 、 複 数 の プ ロ セ ッ サ に よ り 実 行 さ れ る そ れ ぞ れ
個 別 の OS（ Operating System） に よ り 処 理 さ せ る 情 報 処 理 装 置 の 情 報 処 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 所 定 の 単 位 の デ ー タ を 受 信 し 、
　 前 記 受 信 さ れ た デ ー タ に 付 加 さ れ た 識 別 デ ー タ を 解 析 し 、
　 前 記 識 別 デ ー タ と 、 前 記 OSを 実 行 す る プ ロ セ ッ サ の 割 り 込 み レ ジ ス タ を 特 定 す る 情 報 と
を 対 応 付 け た テ ー ブ ル に 基 づ い て 、 前 記 解 析 さ れ た 前 記 識 別 デ ー タ に 対 応 す る 前 記 割 り 込
み レ ジ ス タ を 特 定 し 、
　 特 定 さ れ た 前 記 割 り 込 み レ ジ ス タ に 、 前 記 受 信 さ れ た デ ー タ を 書 き 込 む こ と で 、 前 記 プ
ロ セ ッ サ に 対 す る 割 り 込 み 処 理 を 発 生 さ せ る ス テ ッ プ
　 を 含 む 情 報 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 受 信 し た デ ー タ を 、 複 数 の プ ロ セ ッ サ に よ り 実 行 さ れ る そ れ ぞ れ
個 別 の OS（ Operating System） に よ り 処 理 さ せ る 情 報 処 理 装 置 に 情 報 処 理 方 法 を 実 行 さ せ
る プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 所 定 の 単 位 の デ ー タ の 受 信 を 制 御 し 、
　 前 記 受 信 さ れ た デ ー タ に 付 加 さ れ た 識 別 デ ー タ の 解 析 を 制 御 し 、
　 前 記 識 別 デ ー タ と 、 前 記 OSを 実 行 す る プ ロ セ ッ サ の 割 り 込 み レ ジ ス タ を 特 定 す る 情 報 と
を 対 応 付 け た テ ー ブ ル に 基 づ い て 、 前 記 解 析 さ れ た 前 記 識 別 デ ー タ に 対 応 す る 前 記 割 り 込
み レ ジ ス タ の 特 定 を 制 御 し 、
　 特 定 さ れ た 前 記 割 り 込 み レ ジ ス タ に 、 前 記 受 信 さ れ た デ ー タ を 書 き 込 む こ と で 、 前 記 プ
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ロ セ ッ サ に 対 す る 割 り 込 み 処 理 の 発 生 を 制 御 す る ス テ ッ プ
　 を 含 む コ ン ピ ュ ー タ が 読 み 取 り 可 能 な プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム が 記 録 さ れ て い る 記 録 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 情 報 処 理 装 置 お よ び 方 法 、 プ ロ グ ラ ム 、 並 び に 記 録 媒 体 に 関 し 、 特 に 、 複 数
の プ ロ セ ッ サ に よ り 、 そ れ ぞ れ 異 な る Ｏ Ｓ が 実 行 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ に お い て 他 の プ ロ セ
ッ サ や Ｏ Ｓ の 処 理 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 正 確 に デ ー タ を 受 信 さ せ る こ と が で き る よ う
に す る 情 報 処 理 装 置 お よ び 方 法 、 プ ロ グ ラ ム 、 並 び に 記 録 媒 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 プ ロ セ ッ サ の 速 度 向 上 な ど に 伴 い 、 単 一 の 物 理 計 算 機 上 で 複 数 の 仮 想 計 算 機 を 動
作 さ せ る こ と が 可 能 と な っ て き て い る 。 こ の よ う な 場 合 、 通 常 、 各 仮 想 計 算 機 に お い て は
異 な る Ｏ Ｓ （ Operating　 System） が 動 作 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う に 、 １ つ の Ｃ Ｐ Ｕ （ Central Processing Unit） に お い て 複 数 の Ｏ Ｓ が 稼 動 し
て い る コ ン ピ ュ ー タ な ど が 、 他 の コ ン ピ ュ ー タ な ど と 通 信 を 行 う 場 合 、 送 信 さ れ て き た パ
ケ ッ ト な ど の デ ー タ が ど の Ｏ Ｓ に 対 し て 受 信 さ せ る べ き パ ケ ッ ト で あ る か を 正 し く 判 定 す
る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス や Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス な ど を 用 い て 、 当 該 パ ケ ッ ト を
受 信 さ せ る べ き Ｏ Ｓ を 特 定 す る 技 術 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ は 、 １ つ の Ｃ Ｐ Ｕ （ Central Processing Unit） に お い て 複 数 の Ｏ Ｓ が 稼 動 し て い
る コ ン ピ ュ ー タ の 、 パ ケ ッ ト の 受 信 に 関 す る 処 理 を 行 う 部 分 の 機 能 的 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ
ク 図 で あ る 。 こ こ で は 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 用 い て 、 当 該 パ ケ ッ ト を 受 信 さ せ る べ き Ｏ Ｓ が 特
定 さ れ る 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 同 図 に お い て 、 ネ ッ ト ワ ー ク カ ー ド イ ン タ フ ェ ー ス １ １ は 、 通 信 媒 体 上 に 送 信 さ れ た 信
号 を 受 信 し 、 自 分 が 受 信 す べ き デ ー タ の フ レ ー ム （ 例 え ば 、 イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） フ
レ ー ム ） を 受 信 す る 。 そ し て ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ １ は 、 割 り 込 み コ ン ト
ロ ー ラ １ ２ に 割 り 込 み の 通 知 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ３ は 、 割 り 込 み コ ン ト ロ ー ラ の 制 御 に 基 づ い て 、 割 り 込 み 処 理 を 実 行 す る 。 こ
の と き 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ３ 上 で 実 行 さ れ る ソ フ ト ウ ェ ア な ど で 構 成 さ れ る マ イ ク ロ カ ー ネ ル １ ４
が 、 ネ ッ ト ワ ー ク カ ー ド イ ン タ フ ェ ー ス １ １ に よ り 受 信 さ れ た フ レ ー ム に 格 納 さ れ て い た
デ ー タ に 基 づ い て Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 解 析 し 、 当 該 フ レ ー ム の デ ー タ （ パ ケ ッ ト ） を 受 信 さ せ
る べ き Ｏ Ｓ を 特 定 す る 。 こ こ で 、 Ｏ Ｓ の 特 定 は 、 例 え ば 、 図 ２ に 示 さ れ る テ ー ブ ル な ど 参
照 し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ２ は 、 予 め 設 定 さ れ た Ｏ Ｓ と Ｉ Ｐ ア ド レ ス の 対 応 付 け を 表 す テ ー ブ ル の 例 を 示 す 図 で
あ る 。 こ の 例 で は 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス 「 １ ９ ２ ． １ ６ ８ ． ０ ． １ ０ 」 に 対 し て Ｏ Ｓ ０ が 対 応 付
け ら れ て お り 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス 「 １ ９ ２ ． １ ６ ８ ． ０ ． １ １ 」 に 対 し て Ｏ Ｓ １ が 対 応 付 け ら
れ て お り 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス 「 １ ９ ２ ． １ ６ ８ ． ０ ． １ ２ 」 に 対 し て Ｏ Ｓ ２ が 対 応 付 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に し て 特 定 さ れ た Ｏ Ｓ ０ 乃 至 Ｏ Ｓ ２ の い ず れ か に 当 該 パ ケ ッ ト の デ ー タ が 供 給
さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 近 年 で は 複 数 の プ ロ セ ッ サ を 有 す る 情 報 処 理 装 置 が 普 及 し て き て い る 。 図 ３ は 、
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複 数 の プ ロ セ ッ サ を 有 す る コ ン ピ ュ ー タ の 、 パ ケ ッ ト の 受 信 に 関 す る 処 理 を 行 う 部 分 の 機
能 的 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ３ の 例 で は 、 CPU０ 乃 至 CPU２ に よ り 単 一 の Ｏ Ｓ が 実 行 さ れ る 構 成 と さ れ て お り 、 い ま
の 場 合 、 自 分 が 受 信 す べ き デ ー タ の フ レ ー ム （ 例 え ば 、 イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） フ レ ー
ム ） を 受 信 し た ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ １ は 、 割 り 込 み コ ン ト ロ ー ラ １ ２ に
割 り 込 み の 通 知 が 行 わ れ 、 そ の 後 、 CPU０ 乃 至 CPU２ の い ず れ か に よ り パ ケ ッ ト の 受 信 が 行
わ れ る 。 こ の と き 、 パ ケ ッ ト の 受 信 を 行 う CPUは 、 例 え ば 、 ラ ウ ン ド ロ ビ ン 方 式 で 選 択 さ
れ る よ う に し て も よ い し 、 最 も 負 荷 の 少 な い CPUが 選 択 さ れ る よ う に し て も よ い し 、 あ る
い は 、 予 め 設 定 さ れ た CPUが 常 に パ ケ ッ ト の 受 信 を 行 う よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ５ ２ ７ ７ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ （ CPU０ 乃 至 CPU２ ） に よ り 、 そ れ ぞ
れ 異 な る Ｏ Ｓ （ OS０ 乃 至 OS２ ） が 実 行 さ れ る 情 報 処 理 装 置 に お い て は 、 ラ ウ ン ド ロ ビ ン 方
式 で 選 択 さ れ る CPUに 割 り 込 み を 通 知 し て も 、 実 際 に パ ケ ッ ト を 受 信 す べ き Ｏ Ｓ は 、 別 の C
PUに お い て 実 行 さ れ て い る 場 合 が あ る 。 こ の た め 、 CPUに 割 り 込 み を 通 知 す る 前 に 、 予 め
ど の OSで 受 信 さ れ る べ き パ ケ ッ ト で あ る か を 解 析 す る 処 理 を 行 う 必 要 が あ る が 、 従 来 の 技
術 で は 、 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ に よ り 、 そ れ ぞ れ 異 な る Ｏ Ｓ が 実 行 さ れ る 情 報 処 理 装 置 に お い て 他
の Ｃ Ｐ Ｕ や Ｏ Ｓ の 処 理 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 正 確 に デ ー タ を 受 信 さ せ る こ と は 困 難 で
あ っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 複 数 の プ ロ セ ッ サ に よ り 、 そ れ
ぞ れ 異 な る Ｏ Ｓ が 実 行 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ に お い て 他 の プ ロ セ ッ サ や Ｏ Ｓ の 処 理 に 影 響 を
与 え る こ と な く 、 正 確 に デ ー タ を 受 信 さ せ る こ と が で き る よ う に す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 の 情 報 処 理 装 置 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 受 信 し た デ ー タ を 、 複 数 の プ
ロ セ ッ サ に よ り 実 行 さ れ る そ れ ぞ れ 個 別 の OS（ Operating System） に よ り 処 理 さ せ る 情 報
処 理 装 置 で あ っ て 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 所 定 の 単 位 の デ ー タ を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、 前
記 受 信 手 段 に よ り 受 信 さ れ た デ ー タ に 付 加 さ れ た 識 別 デ ー タ を 解 析 す る 解 析 手 段 と 、 前 記
識 別 デ ー タ と 、 前 記 OSを 実 行 す る プ ロ セ ッ サ の 割 り 込 み レ ジ ス タ を 特 定 す る 情 報 と を 対 応
付 け た テ ー ブ ル を 保 持 す る 保 持 手 段 と 、 前 記 保 持 手 段 に 保 持 さ れ る テ ー ブ ル に 基 づ い て 特
定 さ れ る 前 記 解 析 手 段 に よ り 解 析 さ れ た 前 記 識 別 デ ー タ に 対 応 す る 前 記 割 り 込 み レ ジ ス タ
に 、 前 記 受 信 手 段 に よ り 受 信 さ れ た デ ー タ を 書 き 込 む こ と で 、 前 記 プ ロ セ ッ サ に 対 す る 割
り 込 み 処 理 を 発 生 さ せ る 発 生 手 段 と を 備 え る 情 報 処 理 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 受 信 手 段 に よ り 受 信 さ れ る デ ー タ が IPパ ケ ッ ト で あ り 、 前 記 識 別 情 報 は 、 前 記 IPパ
ケ ッ ト の 宛 先 IPア ド レ ス で あ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 受 信 手 段 に よ り 受 信 さ れ る デ ー タ が デ ー タ リ ン ク 層 の フ レ ー ム で あ り 、 前 記 識 別 情
報 は 、 前 記 フ レ ー ム の 宛 先 MACア ド レ ス で あ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） の フ レ ー ム は 、 IEEE 802.1Qに 適 合 す る 形 式 の フ レ ー ム
で あ り 、 前 記 識 別 情 報 は 、 前 記 フ レ ー ム の タ グ に 含 ま れ る Ｖ Ｌ Ａ Ｎ Ｉ Ｄ で あ る よ う に す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 複 数 の プ ロ セ ッ サ は 、 単 一 の OSで 実 行 さ れ る そ れ ぞ れ 個 別 の プ ロ セ ス を 実 行 し 、 前
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記 保 持 手 段 は 、 前 記 識 別 デ ー タ と 、 前 記 プ ロ セ ス を 実 行 す る プ ロ セ ッ サ の 割 り 込 み レ ジ ス
タ を 特 定 す る 情 報 と を 対 応 付 け た テ ー ブ ル を 保 持 す る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 の 情 報 処 理 方 法 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 受 信 し た デ ー タ を 、 複 数 の プ
ロ セ ッ サ に よ り 実 行 さ れ る そ れ ぞ れ 個 別 の OS（ Operating System） に よ り 処 理 さ せ る 情 報
処 理 装 置 の 情 報 処 理 方 法 で あ っ て 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 所 定 の 単 位 の デ ー タ を 受 信 し 、
前 記 受 信 さ れ た デ ー タ に 付 加 さ れ た 識 別 デ ー タ を 解 析 し 、 前 記 識 別 デ ー タ と 、 前 記 OSを 実
行 す る プ ロ セ ッ サ の 割 り 込 み レ ジ ス タ を 特 定 す る 情 報 と を 対 応 付 け た テ ー ブ ル に 基 づ い て
、 前 記 解 析 さ れ た 前 記 識 別 デ ー タ に 対 応 す る 前 記 割 り 込 み レ ジ ス タ を 特 定 し 、 特 定 さ れ た
前 記 割 り 込 み レ ジ ス タ に 、 前 記 受 信 さ れ た デ ー タ を 書 き 込 む こ と で 、 前 記 プ ロ セ ッ サ に 対
す る 割 り 込 み 処 理 を 発 生 さ せ る ス テ ッ プ を 含 む 情 報 処 理 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 の プ ロ グ ラ ム は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 受 信 し た デ ー タ を 、 複 数 の プ ロ
セ ッ サ に よ り 実 行 さ れ る そ れ ぞ れ 個 別 の OS（ Operating System） に よ り 処 理 さ せ る 情 報 処
理 装 置 に 情 報 処 理 方 法 を 実 行 さ せ る プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 所 定 の 単
位 の デ ー タ の 受 信 を 制 御 し 、 前 記 受 信 さ れ た デ ー タ に 付 加 さ れ た 識 別 デ ー タ の 解 析 を 制 御
し 、 前 記 識 別 デ ー タ と 、 前 記 OSを 実 行 す る プ ロ セ ッ サ の 割 り 込 み レ ジ ス タ を 特 定 す る 情 報
と を 対 応 付 け た テ ー ブ ル に 基 づ い て 、 前 記 解 析 さ れ た 前 記 識 別 デ ー タ に 対 応 す る 前 記 割 り
込 み レ ジ ス タ の 特 定 を 制 御 し 、 特 定 さ れ た 前 記 割 り 込 み レ ジ ス タ に 、 前 記 受 信 さ れ た デ ー
タ を 書 き 込 む こ と で 、 前 記 プ ロ セ ッ サ に 対 す る 割 り 込 み 処 理 の 発 生 を 制 御 す る ス テ ッ プ を
含 む コ ン ピ ュ ー タ が 読 み 取 り 可 能 な プ ロ グ ラ ム で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 に お い て は 、 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 所 定 の 単 位 の デ ー タ が 受 信 さ れ 、 前 記 受
信 さ れ た デ ー タ に 付 加 さ れ た 識 別 デ ー タ が 解 析 さ れ 、 前 記 識 別 デ ー タ と 、 前 記 OSを 実 行 す
る プ ロ セ ッ サ の 割 り 込 み レ ジ ス タ を 特 定 す る 情 報 と を 対 応 付 け た テ ー ブ ル に 基 づ い て 、 前
記 解 析 さ れ た 前 記 識 別 デ ー タ に 対 応 す る 前 記 割 り 込 み レ ジ ス タ が 特 定 さ れ 、 特 定 さ れ た 前
記 割 り 込 み レ ジ ス タ に 、 前 記 受 信 さ れ た デ ー タ を 書 き 込 む こ と で 、 前 記 プ ロ セ ッ サ に 対 す
る 割 り 込 み 処 理 が 発 生 さ せ ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の プ ロ セ ッ サ に よ り 、 そ れ ぞ れ 異 な る Ｏ Ｓ が 実 行 さ れ る コ ン ピ ュ
ー タ に お い て 他 の プ ロ セ ッ サ や Ｏ Ｓ の 処 理 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 正 確 に デ ー タ を 受 信
さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る が 、 本 発 明 の 構 成 要 件 と 、 明 細 書 ま た は 図 面 に 記
載 の 実 施 の 形 態 と の 対 応 関 係 を 例 示 す る と 、 次 の よ う に な る 。 こ の 記 載 は 、 本 発 明 を サ ポ
ー ト す る 実 施 の 形 態 が 、 明 細 書 ま た は 図 面 に 記 載 さ れ て い る こ と を 確 認 す る た め の も の で
あ る 。 従 っ て 、 明 細 書 ま た は 図 面 中 に は 記 載 さ れ て い る が 、 本 発 明 の 構 成 要 件 に 対 応 す る
実 施 の 形 態 と し て 、 こ こ に は 記 載 さ れ て い な い 実 施 の 形 態 が あ っ た と し て も 、 そ の こ と は
、 そ の 実 施 の 形 態 が 、 そ の 構 成 要 件 に 対 応 す る も の で は な い こ と を 意 味 す る も の で は な い
。 逆 に 、 実 施 の 形 態 が 構 成 要 件 に 対 応 す る も の と し て こ こ に 記 載 さ れ て い た と し て も 、 そ
の こ と は 、 そ の 実 施 の 形 態 が 、 そ の 構 成 要 件 以 外 の 構 成 要 件 に は 対 応 し な い も の で あ る こ
と を 意 味 す る も の で も な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 の 情 報 処 理 装 置 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 受 信 し た デ ー タ を 、 複 数 の プ
ロ セ ッ サ （ 例 え ば 、 図 ６ の PU１ ４ ２ － １ 乃 至 SPU１ ４ ２ － ３ ） に よ り 実 行 さ れ る そ れ ぞ れ
個 別 の OS（ Operating System） に よ り 処 理 さ せ る 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 図 ８ の ネ ッ ト ワ
ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ ） で あ っ て 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 所 定 の 単 位 の デ ー タ
を 受 信 す る 受 信 手 段 （ 例 え ば 、 図 ８ の 受 信 部 ２ ０ １ ） と 、 前 記 受 信 手 段 に よ り 受 信 さ れ た
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デ ー タ に 付 加 さ れ た 識 別 デ ー タ を 解 析 す る 解 析 手 段 （ 例 え ば 、 図 ８ の ア ド レ ス 解 析 部 ２ ０
２ ） と 、 前 記 識 別 デ ー タ と 、 前 記 OSを 実 行 す る プ ロ セ ッ サ の 割 り 込 み レ ジ ス タ （ 例 え ば 、
図 ６ の SNR１ ４ １ － １ 乃 至 １ ４ １ － ３ ） を 特 定 す る 情 報 と を 対 応 付 け た テ ー ブ ル を 保 持 す
る 保 持 手 段 （ 例 え ば 、 図 ８ の テ ー ブ ル 管 理 部 ２ ０ ４ ） と 、 前 記 保 持 手 段 に 保 持 さ れ る テ ー
ブ ル に 基 づ い て 特 定 さ れ る 前 記 解 析 手 段 に よ り 解 析 さ れ た 前 記 識 別 デ ー タ に 対 応 す る 前 記
割 り 込 み レ ジ ス タ に 、 前 記 受 信 手 段 に よ り 受 信 さ れ た デ ー タ を 書 き 込 む こ と で 、 前 記 プ ロ
セ ッ サ に 対 す る 割 り 込 み 処 理 を 発 生 さ せ る 発 生 手 段 （ 例 え ば 、 図 ８ の 割 り 込 み 発 生 部 ２ ０
３ ） と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 情 報 処 理 装 置 は 、 前 記 複 数 の プ ロ セ ッ サ が 、 単 一 の OS（ 例 え ば 、 図 １ ４ の Ｏ Ｓ １ ４
３ ） で 実 行 さ れ る そ れ ぞ れ 個 別 の プ ロ セ ス （ 例 え ば 、 図 １ ４ の プ ロ セ ス １ ５ １ － １ 乃 至 １
５ １ － ３ ） を 実 行 し 、 前 記 保 持 手 段 は 、 前 記 識 別 デ ー タ と 、 前 記 プ ロ セ ス を 実 行 す る プ ロ
セ ッ サ の 割 り 込 み レ ジ ス タ を 特 定 す る 情 報 と を 対 応 付 け た テ ー ブ ル を 保 持 す る よ う に す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 の 情 報 処 理 方 法 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 受 信 し た デ ー タ を 、 複 数 の プ
ロ セ ッ サ （ 例 え ば 、 図 ６ の PU１ ４ ２ － １ 乃 至 SPU１ ４ ２ － ３ ） に よ り 実 行 さ れ る そ れ ぞ れ
個 別 の OS（ Operating System） に よ り 処 理 さ せ る 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 図 ８ の ネ ッ ト ワ
ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ ） の 情 報 処 理 方 法 で あ っ て 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 所 定
の 単 位 の デ ー タ を 受 信 し （ 例 え ば 、 図 ９ の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ の 処 理 ） 、 前 記 受 信 さ れ た デ
ー タ に 付 加 さ れ た 識 別 デ ー タ を 解 析 し （ 例 え ば 、 図 ９ の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ の 処 理 ） 、 前 記
識 別 デ ー タ と 、 前 記 OSを 実 行 す る プ ロ セ ッ サ の 割 り 込 み レ ジ ス タ （ 例 え ば 、 図 ６ の SNR１
４ １ － １ 乃 至 １ ４ １ － ３ ） を 特 定 す る 情 報 と を 対 応 付 け た テ ー ブ ル に 基 づ い て 、 前 記 解 析
さ れ た 前 記 識 別 デ ー タ に 対 応 す る 前 記 割 り 込 み レ ジ ス タ を 特 定 し （ 例 え ば 、 図 ９ の ス テ ッ
プ Ｓ １ ０ ３ の 処 理 ） 、 特 定 さ れ た 前 記 割 り 込 み レ ジ ス タ に 、 前 記 受 信 さ れ た デ ー タ を 書 き
込 む こ と で 、 前 記 プ ロ セ ッ サ に 対 す る 割 り 込 み 処 理 を 発 生 さ せ る （ 例 え ば 、 図 ９ の ス テ ッ
プ Ｓ １ ０ ４ の 処 理 ） ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 を 適 用 し た ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド の 一 実 施 形 態 に 係 る 例 を
示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ に お い て 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ は 、 例 え ば 、 パ ー ソ ナ ル コ ン
ピ ュ ー タ や サ ー バ な ど の 端 末 に 組 み 込 ま れ て 使 用 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ネ ッ ト ワ
ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド は 、 自 身 に ケ ー ブ ル な ど の 通 信 媒 体 が 接 続 さ れ る こ と で 、 例 え
ば 、 イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） な ど の ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ２ に 接 続 さ れ 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ ０
２ に 送 信 さ れ る 信 号 を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ２ か ら 取 得 し た 信 号 に
対 応 す る デ ー タ の う ち 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ が 組 み 込 ま れ た 端 末 が
受 信 す べ き イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） フ レ ー ム や Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト な ど の デ ー タ を 受 信 す る 。
ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ が 組 み 込 ま れ た 端 末 が 受 信 す べ き デ ー タ を 受 信
し た 場 合 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ は 、 図 示 せ ぬ 内 部 バ ス な ど を 介 し て
端 末 の プ ロ セ ッ サ １ ０ ３ に 対 し て 割 り 込 み を 通 知 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 プ ロ セ ッ サ １ ０ ３ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ が 組 み 込 ま れ た 端 末 に
お け る 各 種 の 処 理 を 実 行 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ か ら 割 り 込 み の 通
知 を 受 け た 場 合 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ か ら 供 給 さ れ る デ ー タ を 、 図
示 せ ぬ メ モ リ の 所 定 の エ リ ア に 転 送 さ せ る よ う 端 末 を 構 成 す る 各 部 を 制 御 す る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 を 適 用 し た ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ は 、 自 身 が マ ル チ コ ア 方 式
の 高 性 能 プ ロ セ ッ サ 「 Ｃ ｅ ｌ ｌ 」 の 技 術 を 採 用 し た 端 末 に 組 み 込 み 可 能 と な る よ う に 構 成
さ れ て い る 。 「 Ｃ ｅ ｌ ｌ 」 の 技 術 を 採 用 し た コ ン ピ ュ ー タ な ど に お い て は 、 複 数 の プ ロ セ
ッ サ に よ り 、 そ れ ぞ れ 異 な る Ｏ Ｓ （ Operating　 System） を 稼 動 さ せ る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ６ は 、 「 Ｃ ｅ ｌ ｌ 」 の 技 術 を 採 用 し た コ ン ピ ュ ー タ の 構 成 と 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ
ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ の 関 係 を 説 明 す る 図 で あ る 。 こ の コ ン ピ ュ ー タ （ 端 末 ） に お い て は 、
複 数 （ い ま の 場 合 、 ３ ） の プ ロ セ ッ サ と し て PU（ Processing Unit） １ ４ ２ － １ 、 Ｓ Ｐ Ｕ
（ Synergitic Processing Unit） １ ４ ２ － ２ 、 Ｓ Ｐ Ｕ １ ４ ２ － ３ が 儲 け ら れ て お り 、 Ｐ Ｕ
１ ４ ２ － １ 乃 至 Ｓ Ｐ Ｕ １ ４ ２ － ３ に お い て 、 Ｏ Ｓ １ ４ ３ － １ 乃 至 Ｏ Ｓ １ ４ ３ － ３ が 稼 動 し
て お り 、 複 数 の プ ロ セ ッ サ に お い て 個 別 の OSが そ れ ぞ れ 稼 動 さ れ る 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 「 Ｃ ｅ ｌ ｌ 」 の 技 術 を 採 用 し た コ ン ピ ュ ー タ に お い て は 、 各 プ ロ セ ッ サ 間 で の 同 期 を と
る た め 、 ま た は 各 プ ロ セ ッ サ と 、 コ ン ピ ュ ー タ に 組 み 込 ま れ た 各 種 の デ バ イ ス と の 間 で の
同 期 を と る た め の レ ジ ス タ で あ る 、 Ｓ Ｎ Ｒ （ Signal Notification Register） が プ ロ セ ッ
サ 毎 に 設 け ら れ る 。 い ま の 場 合 、 Ｐ Ｕ １ ４ ２ － １ 乃 至 Ｓ Ｐ Ｕ １ ４ ２ － ３ に 対 応 し て Ｓ Ｎ Ｒ
１ ４ １ － １ 乃 至 Ｓ Ｎ Ｒ １ ４ １ － ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 例 え ば 、 コ ン ピ ュ ー タ に 組 み 込 ま れ た 各 種 の デ バ イ ス が 、 所 定 の プ ロ セ ッ サ に 対 し て 割
り 込 み を 行 う 場 合 、 割 り 込 み を 行 う べ き プ ロ セ ッ サ に 対 応 す る Ｓ Ｎ Ｒ に 割 り 込 み が 発 生 し
た こ と 表 す デ ー タ な ど を 書 き 込 む 。 そ し て 、 そ の Ｓ Ｎ Ｒ に 対 応 す る プ ロ セ ッ サ が Ｓ Ｎ Ｒ に
書 き 込 ま れ た デ ー タ に 基 づ い て 、 例 え ば 、 デ バ イ ス か ら 供 給 さ れ る デ ー タ を 図 示 せ ぬ メ モ
リ の 所 定 の エ リ ア に 移 動 さ せ る な ど の 割 り 込 み 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 複 数 の プ ロ セ ッ サ に よ り 、 そ れ ぞ れ 異 な る Ｏ Ｓ が 実 行 さ れ る 端 末 に お い て は 、 ネ ッ ト ワ
ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ が デ ー タ を 受 信 し た 場 合 、 プ ロ セ ッ サ に 割 り 込 み を 通 知
す る 前 に 、 予 め ど の OSで 受 信 さ れ る べ き デ ー タ で あ る か を 特 定 す る 必 要 が あ る 。 そ こ で 、
本 発 明 に お い て は 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う な テ ー ブ ル を 参 照 す る こ と で 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン
タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ が 予 め ど の OSで 受 信 さ れ る べ き デ ー タ で あ る か を 特 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 こ こ で は 、 Ｏ Ｓ １ ４ ３ － １ 乃 至 Ｏ Ｓ １ ４ ３ － ３ に 対 し て そ れ ぞ れ 異 な る Ｉ Ｐ ア ド
レ ス が 付 与 さ れ て い る も の と す る 。 す な わ ち 、 Ｏ Ｓ １ ４ ３ － １ に は 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス 「 １ ９
２ ． １ ６ ８ ． ０ ． １ ０ 」 が 付 与 さ れ て お り 、 Ｏ Ｓ １ ４ ３ － ２ に は 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス 「 １ ９ ２
． １ ６ ８ ． ０ ． １ １ 」 が 付 与 さ れ て お り 、 Ｏ Ｓ １ ４ ３ － ３ に は 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス 「 １ ９ ２ ．
１ ６ ８ ． ０ ． １ ２ 」 が 付 与 さ れ て い る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ７ は 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス と Ｓ Ｎ Ｒ と を 対 応 付 け た テ ー ブ ル の 例 を 示 す 図 で あ る 。 同 図 に お
い て 、 Ｓ Ｎ Ｒ ０ 乃 至 Ｓ Ｎ Ｒ ２ は 、 そ れ ぞ れ 図 ６ の Ｓ Ｎ Ｒ １ ４ １ － １ 乃 至 Ｓ Ｎ Ｒ １ ４ １ － ３
を 特 定 す る Ｉ Ｄ と さ れ 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス 「 １ ９ ２ ． １ ６ ８ ． ０ ． １ ０ 」 に 対 し て SNR０ が 対
応 付 け ら れ て お り 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス 「 １ ９ ２ ． １ ６ ８ ． ０ ． １ １ 」 に 対 し て SNR１ が 対 応 付
け ら れ て お り 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス 「 １ ９ ２ ． １ ６ ８ ． ０ ． １ ２ 」 に 対 し て SNR２ が 対 応 付 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ が 図 ７ に 示 さ れ る よ う な テ ー ブ ル を 参 照 し て
受 信 し た デ ー タ （ い ま の 場 合 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト ） に 対 応 す る Ｓ Ｎ Ｒ を 特 定 す れ ば 、 他 の プ ロ
セ ッ サ や Ｏ Ｓ の 処 理 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 正 確 に デ ー タ を 受 信 さ せ る こ と が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 図 ８ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ の 機 能 的 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ の 受 信 部 ２ ０ １ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ２ に 送
信 さ れ た 信 号 を 取 得 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ２ か ら 取 得 し た 信 号 に 対 応 す る デ ー タ の う ち 、
ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ が 組 み 込 ま れ た 端 末 が 受 信 す べ き イ ー サ ネ ッ ト
（ 登 録 商 標 ） フ レ ー ム や Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト な ど の デ ー タ を 受 信 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ア ド レ ス 解 析 部 ２ ０ ２ は 、 受 信 部 ２ ０ １ が 受 信 し た デ ー タ （ い ま の 場 合 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト
） の 宛 先 Ｉ Ｐ ア ド レ ス を チ ェ ッ ク し 、 テ ー ブ ル 管 理 部 ２ ０ ４ に よ り 記 憶 さ れ て い る テ ー ブ
ル を 検 索 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 テ ー ブ ル 管 理 部 ２ ０ ４ は 、 例 え ば 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う な Ｉ Ｐ ア ド レ ス と Ｓ Ｎ Ｒ と を 対
応 付 け た テ ー ブ ル を 記 憶 し て お り 、 Ｐ Ｕ １ ４ ２ － １ 乃 至 Ｓ Ｐ Ｕ １ ４ ２ － ３ に よ り 、 そ れ ぞ
れ の プ ロ セ ッ サ で 稼 動 す る Ｏ Ｓ に 付 与 さ れ た Ｉ Ｐ ア ド レ ス と 、 そ れ ぞ れ の プ ロ セ ッ サ に 対
応 し て 設 け ら れ た Ｓ Ｎ Ｒ の Ｉ Ｄ に 関 す る 情 報 の 供 給 を 受 け て 、 テ ー ブ ル を 生 成 ま た は 更 新
し 、 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 割 り 込 み 発 生 部 ２ ０ ３ は 、 ア ド レ ス 解 析 部 ２ ０ ２ か ら の 指 令 に 基 づ い て 、 所 定 の Ｓ Ｎ Ｒ
に 対 し て Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 受 信 を 通 知 す る こ と で 割 り 込 み を 発 生 さ せ る 。 す な わ ち 、 割 り 込
み 発 生 部 ２ ０ ３ は 、 ア ド レ ス 解 析 部 ２ ０ ２ が テ ー ブ ル 管 理 部 ２ ０ ４ に よ り 記 憶 さ れ て い る
テ ー ブ ル に 基 づ い て 特 定 し た Ｉ Ｄ （ 例 え ば 、 Ｓ Ｎ Ｒ ２ ） に 対 応 す る Ｓ Ｎ Ｒ （ 例 え ば 、 Ｓ Ｎ
Ｒ １ ４ １ － ３ ） に ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ か ら の 割 り 込 み が 発 生 し た こ
と 表 す デ ー タ な ど を 書 き 込 む 。 そ し て 、 そ の Ｓ Ｎ Ｒ に 対 応 す る プ ロ セ ッ サ （ 例 え ば 、 Ｓ Ｐ
Ｕ １ ４ ２ － ３ ） が Ｓ Ｎ Ｒ に 書 き 込 ま れ た デ ー タ に 基 づ い て 、 受 信 部 ２ ０ １ が 受 信 し た デ ー
タ を 図 示 せ ぬ メ モ リ の 所 定 の エ リ ア に 移 動 さ せ る 割 り 込 み 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ９ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ に よ る 割 り 込 み 処 理 を 説 明 す る フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ に お い て 、 受 信 部 ２ ０ １ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ２ に 送 信 さ れ た 信 号 を
取 得 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ２ か ら 取 得 し た 信 号 に 対 応 す る デ ー タ の う ち 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ
ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ が 組 み 込 ま れ た 端 末 が 受 信 す べ き Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト な ど の デ ー タ を
受 信 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に お い て 、 ア ド レ ス 解 析 部 ２ ０ ２ は 、 受 信 部 ２ ０ １ が 受 信 し た Ｉ Ｐ パ
ケ ッ ト の 宛 先 Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 解 析 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て 、 ア ド レ ス 解 析 部 ２ ０ ２ は 、 テ ー ブ ル 管 理 部 ２ ０ ４ に よ り 記
憶 さ れ て い る テ ー ブ ル を 検 索 す る 。 こ の と き 、 例 え ば 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う な テ ー ブ ル が
参 照 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ の 処 理 で 解 析 さ れ た Ｉ Ｐ ア ド レ ス に 対 応 す る Ｓ Ｎ Ｒ の Ｉ Ｄ が
検 索 さ れ 、 検 索 さ れ た Ｓ Ｎ Ｒ の Ｉ Ｄ が 割 り 込 み 発 生 部 ２ ０ ３ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ に お い て 、 割 り 込 み 発 生 部 ２ ０ ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ の 処 理 で 検 索
さ れ た Ｓ Ｎ Ｒ の Ｉ Ｄ に 基 づ い て 特 定 さ れ た Ｓ Ｎ Ｒ に 対 し て Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 受 信 を 通 知 す る
こ と で 割 り 込 み を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う に し て 割 り 込 み 通 知 処 理 が 行 わ れ る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 他 の プ ロ セ ッ サ
や Ｏ Ｓ の 処 理 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 所 定 の Ｏ Ｓ に 正 確 に デ ー タ を 受 信 さ せ る こ と が 可
能 と な る 。
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【 ０ ０ ５ １ 】
　 以 上 に お い て は 、 Ｏ Ｓ １ ４ ３ － １ 乃 至 Ｏ Ｓ １ ４ ３ － ３ に 対 し て そ れ ぞ れ 異 な る Ｉ Ｐ ア ド
レ ス が 付 与 さ れ て い る 場 合 の 例 に つ い て 説 明 し た が 、 Ｏ Ｓ １ ４ ３ － １ 乃 至 Ｏ Ｓ １ ４ ３ － ３
に 対 し て そ れ ぞ れ 異 な る Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス が 付 与 さ れ て い る 場 合 、 テ ー ブ ル 管 理 部 ２ ０ ４ に
よ り 生 成 ま た は 更 新 さ れ て 記 憶 さ れ る テ ー ブ ル は 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に す る こ と が き
る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ０ は 、 Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス と Ｓ Ｎ Ｒ と を 対 応 付 け た テ ー ブ ル の 例 を 示 す 図 で あ る 。 同 図
に お い て 、 Ｓ Ｎ Ｒ ０ 乃 至 Ｓ Ｎ Ｒ ２ は 、 そ れ ぞ れ 図 ６ の Ｓ Ｎ Ｒ １ ４ １ － １ 乃 至 Ｓ Ｎ Ｒ １ ４ １
－ ３ を 特 定 す る Ｉ Ｄ と さ れ 、 Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス 「 08： 00： 46： EA： 10： BE」 に 対 し て SNR０
が 対 応 付 け ら れ て お り 、 Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス 「 08： 00： 46： D2： 10： C2」 に 対 し て SNR１ が 対
応 付 け ら れ て お り 、 Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス 「 08： 00： 46： 54： 42： F7」 に 対 し て SNR２ が 対 応 付
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ７ を 参 照 し て 上 述 し た 場 合 と 同 様 に 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ が 図
１ ０ に 示 さ れ る よ う な テ ー ブ ル を 参 照 し て 受 信 し た デ ー タ （ い ま の 場 合 、 イ ー サ ネ ッ ト （
登 録 商 標 ） な ど の フ レ ー ム ） に 対 応 す る Ｓ Ｎ Ｒ を 特 定 す れ ば 、 他 の プ ロ セ ッ サ や Ｏ Ｓ の 処
理 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 正 確 に デ ー タ を 受 信 さ せ る こ と が 可 能 と な る が 、 図 ７ の 場 合
、 ネ ッ ト ワ ー ク 層 の パ ケ ッ ト の ア ド レ ス を 解 析 す る 必 要 が あ っ た の に 対 し 、 図 １ ０ の 場 合
、 ネ ッ ト ワ ー ク 層 の 下 位 の 階 層 で あ る デ ー タ リ ン ク 層 の フ レ ー ム の ア ド レ ス を 解 析 す る だ
け で よ い の で 、 図 ７ の 場 合 と 比 較 し て 、 よ り 負 荷 を 軽 減 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ １ は 、 図 １ ０ の 場 合 に 対 応 し た 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ に よ る
割 り 込 み 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ に お い て 、 受 信 部 ２ ０ １ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ２ に 送 信 さ れ た 信 号 を
取 得 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ２ か ら 取 得 し た 信 号 に 対 応 す る デ ー タ の う ち 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ
ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ が 組 み 込 ま れ た 端 末 が 受 信 す べ き イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） フ
レ ー ム な ど の デ ー タ を 受 信 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ２ に お い て 、 ア ド レ ス 解 析 部 ２ ０ ２ は 、 受 信 部 ２ ０ １ が 受 信 し た フ レ ー
ム の 宛 先 Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス を 解 析 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ３ に お い て 、 ア ド レ ス 解 析 部 ２ ０ ２ は 、 テ ー ブ ル 管 理 部 ２ ０ ４ に よ り 記
憶 さ れ て い る テ ー ブ ル を 検 索 す る 。 こ の と き 、 例 え ば 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う な テ ー ブ ル
が 参 照 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ２ の 処 理 で 解 析 さ れ た Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス に 対 応 す る Ｓ Ｎ Ｒ の Ｉ
Ｄ が 検 索 さ れ 、 検 索 さ れ た Ｓ Ｎ Ｒ の Ｉ Ｄ が 割 り 込 み 発 生 部 ２ ０ ３ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ４ に お い て 、 割 り 込 み 発 生 部 ２ ０ ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ３ の 処 理 で 検 索
さ れ た Ｓ Ｎ Ｒ の Ｉ Ｄ に 基 づ い て 特 定 さ れ た Ｓ Ｎ Ｒ に 対 し て フ レ ー ム の 受 信 を 通 知 す る こ と
で 割 り 込 み を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の よ う に し て 割 り 込 み 通 知 処 理 が 行 わ れ る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 や は り 他 の プ ロ
セ ッ サ や Ｏ Ｓ の 処 理 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 所 定 の Ｏ Ｓ に 正 確 に デ ー タ を 受 信 さ せ る こ
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ２ が IEEE802.1Qに 対 応 す る ネ ッ ト ワ ー ク で あ る 場 合 、 Ｏ Ｓ １ ４
３ － １ 乃 至 Ｏ Ｓ １ ４ ３ － ３ に 対 し て そ れ ぞ れ 異 な る VLANIDが 付 与 さ れ て い る こ と も あ り 得
る 。 IEEE802.1Ｑ は 、 例 え ば 、 ス イ ッ チ ン グ ハ ブ を 用 い て 構 成 さ れ る バ ー チ ャ ル Ｌ Ａ Ｎ （ V
LAN） に 関 す る 規 格 で あ り 、 IEEE802.1Qに 適 合 し た 仕 様 を 有 す る ネ ッ ト ワ ー ク 機 器 に よ り
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送 受 信 さ れ る 通 信 デ ー タ お い て は 、 イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） フ レ ー ム の 「 Source　 Addr
ess」 の フ ィ ー ル ド と 「 Type」 の フ ィ ー ル ド の 間 に 「 Tag」 の フ ィ ー ル ド が 挿 入 さ れ る 。 そ
し て 、 「 Tag」 の フ ィ ー ル ド に 含 ま れ る VLANIDに 基 づ い て 、 そ の フ レ ー ム が 属 す る VLAN（ V
irtual LAN） が 特 定 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 Ｏ Ｓ １ ４ ３ － １ 乃 至 Ｏ Ｓ １ ４ ３ － ３ に 対 し て そ れ ぞ れ 異 な る VLANIDが 付 与 さ れ て い る 場
合 、 テ ー ブ ル 管 理 部 ２ ０ ４ に よ り 生 成 ま た は 更 新 さ れ て 記 憶 さ れ る テ ー ブ ル は 、 図 １ ２ に
示 さ れ る よ う に す る こ と が き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 １ ２ は 、 VLANIDと Ｓ Ｎ Ｒ と を 対 応 付 け た テ ー ブ ル の 例 を 示 す 図 で あ る 。 同 図 に お い て
、 Ｓ Ｎ Ｒ ０ 乃 至 Ｓ Ｎ Ｒ ２ は 、 そ れ ぞ れ 図 ６ の Ｓ Ｎ Ｒ １ ４ １ － １ 乃 至 Ｓ Ｎ Ｒ １ ４ １ － ３ を 特
定 す る Ｉ Ｄ と さ れ 、 VLANID「 １ ０ 」 に 対 し て SNR０ が 対 応 付 け ら れ て お り 、 VLANID「 １ １
」 に 対 し て SNR１ が 対 応 付 け ら れ て お り 、 VLANID「 １ ２ 」 に 対 し て SNR２ が 対 応 付 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ ３ は 、 図 １ ２ の 場 合 に 対 応 し た 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ に よ る
割 り 込 み 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ １ に お い て 、 受 信 部 ２ ０ １ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ２ に 送 信 さ れ た 信 号 を
取 得 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ２ か ら 取 得 し た 信 号 に 対 応 す る デ ー タ の う ち 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ
ン タ フ ェ ー ス カ ー ド １ ０ １ が 組 み 込 ま れ た 端 末 が 受 信 す べ き イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） フ
レ ー ム な ど の デ ー タ を 受 信 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ２ に お い て 、 ア ド レ ス 解 析 部 ２ ０ ２ は 、 受 信 部 ２ ０ １ が 受 信 し た フ レ ー
ム の VLANIDを 解 析 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ３ に お い て 、 ア ド レ ス 解 析 部 ２ ０ ２ は 、 テ ー ブ ル 管 理 部 ２ ０ ４ に よ り 記
憶 さ れ て い る テ ー ブ ル を 検 索 す る 。 こ の と き 、 例 え ば 、 図 １ ２ に 示 さ れ る よ う な テ ー ブ ル
が 参 照 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ２ の 処 理 で 解 析 さ れ た VLANIDに 対 応 す る Ｓ Ｎ Ｒ の Ｉ Ｄ が 検 索
さ れ 、 検 索 さ れ た Ｓ Ｎ Ｒ の Ｉ Ｄ が 割 り 込 み 発 生 部 ２ ０ ３ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ４ に お い て 、 割 り 込 み 発 生 部 ２ ０ ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ３ の 処 理 で 検 索
さ れ た Ｓ Ｎ Ｒ の Ｉ Ｄ に 基 づ い て 特 定 さ れ た Ｓ Ｎ Ｒ に 対 し て フ レ ー ム の 受 信 を 通 知 す る こ と
で 割 り 込 み を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の よ う に し て 割 り 込 み 通 知 処 理 が 行 わ れ る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 や は り 他 の プ ロ
セ ッ サ や Ｏ Ｓ の 処 理 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 所 定 の Ｏ Ｓ に 正 確 に デ ー タ を 受 信 さ せ る こ
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ こ ま で 、 複 数 の OSに 対 し て そ れ ぞ れ 異 な る IPア ド レ ス 、 MACア ド レ ス 、 ま た は VLANID
が 付 与 さ れ て い る 場 合 の 例 に つ い て 説 明 し て き た が 、 例 え ば 、 単 一 の OSに お い て 稼 動 す る
複 数 の プ ロ セ ス に 対 し て そ れ ぞ れ 異 な る IPア ド レ ス 、 MACア ド レ ス 、 ま た は VLANIDが 付 与
さ れ る 場 合 も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 例 え ば 、 「 Ｃ ｅ ｌ ｌ 」 の 技 術 を 採 用 し た コ ン ピ ュ ー タ に お い て 、 図 １ ４ に 示 さ れ る よ う
に 、 Ｐ Ｕ １ ４ １ － １ 乃 至 Ｓ Ｐ Ｕ １ ４ １ － ３ に お い て 単 一 の Ｏ Ｓ １ ４ ３ が 稼 動 し て お り 、 Ｏ
Ｓ １ ４ ３ の 中 で 、 プ ロ セ ス １ ５ １ － １ 乃 至 １ ５ １ － ３ が 稼 動 し て い る 場 合 も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 １ ４ に 示 さ れ る よ う な 場 合 で あ っ て も 、 プ ロ セ ス １ ５ １ － １ 乃 至 １ ５ １ － ３ に 対 し て
そ れ ぞ れ 異 な る IPア ド レ ス 、 MACア ド レ ス 、 ま た は VLANIDが 付 与 さ れ て い れ ば 、 本 発 明 を
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適 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 Ｐ Ｕ １ ４ ２ － １ 乃 至 Ｓ Ｐ Ｕ １ ４ ２ － ３ か ら そ れ ぞ
れ の プ ロ セ ッ サ で 処 理 す る プ ロ セ ス に 付 与 さ れ た Ｉ Ｐ ア ド レ ス 、 MACア ド レ ス 、 ま た は VLA
NIDと 、 そ れ ぞ れ の プ ロ セ ッ サ に 対 応 し て 設 け ら れ た Ｓ Ｎ Ｒ の Ｉ Ｄ に 関 す る 情 報 を テ ー ブ
ル 管 理 部 ２ ０ ４ に 供 給 し 、 図 ７ 、 図 １ ０ 、 ま た は 図 １ ２ に 示 さ れ る よ う な テ ー ブ ル を 生 成
ま た は 更 新 す る よ う に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 な お 、 上 述 し た 一 連 の 処 理 は 、 ハ ー ド ウ ェ ア に よ り 実 行 さ せ る こ と も で き る し 、 ソ フ ト
ウ ェ ア に よ り 実 行 さ せ る こ と も で き る 。 す な わ ち 、 上 述 し た ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス
カ ー ド を 情 報 処 理 装 置 と し て 構 成 し 、 そ の 情 報 処 理 装 置 に イ ン ス ト ー ル さ れ た ソ フ ト ウ ェ
ア に よ り 上 述 し た 一 連 の 処 理 を 実 行 さ せ る よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。 上 述 し た 一 連 の
処 理 を ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 実 行 さ せ る 場 合 に は 、 そ の ソ フ ト ウ ェ ア を 構 成 す る プ ロ グ ラ ム
が 、 イ ン タ ー ネ ッ ト な ど の ネ ッ ト ワ ー ク や 、 リ ム ー バ ブ ル メ デ ィ ア な ど か ら な る 記 録 媒 体
か ら イ ン ス ト ー ル さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 明 細 書 に お い て 上 述 し た 一 連 の 処 理 を 実 行 す る ス テ ッ プ は 、 記 載 さ れ た 順 序 に 沿 っ て
時 系 列 的 に 行 わ れ る 処 理 は も ち ろ ん 、 必 ず し も 時 系 列 的 に 処 理 さ れ な く と も 、 並 列 的 あ る
い は 個 別 に 実 行 さ れ る 処 理 を も 含 む も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
【 図 １ 】 １ つ の CPUに お い て 複 数 の Ｏ Ｓ が 稼 動 し て い る コ ン ピ ュ ー タ の 、 パ ケ ッ ト の 受 信
に 関 す る 処 理 を 行 う 部 分 の 機 能 的 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 構 成 に お い て 用 い ら れ る Ｏ Ｓ と Ｉ Ｐ ア ド レ ス の 対 応 付 け を 表 す テ ー ブ ル の
例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ を 有 す る コ ン ピ ュ ー タ の 、 パ ケ ッ ト の 受 信 に 関 す る 処 理 を 行 う 部 分
の 機 能 的 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ に よ り 、 そ れ ぞ れ 異 な る Ｏ Ｓ が 実 行 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ の 、 パ ケ ッ
ト の 受 信 に 関 す る 処 理 を 行 う 部 分 の 機 能 的 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 を 適 用 し た ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド の 一 実 施 形 態 に 係 る 例 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド を 、 複 数 の プ ロ セ ッ サ に よ り 、 そ れ ぞ
れ 異 な る Ｏ Ｓ が 実 行 さ れ る 端 末 に 組 み 込 ん だ 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 構 成 に お い て 用 い ら れ る SNRと Ｉ Ｐ ア ド レ ス の 対 応 付 け を 表 す テ ー ブ ル の
例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド の 機 能 的 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ の テ ー ブ ル を 参 照 し て 行 わ れ る 割 り 込 み 通 知 処 理 の 例 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ
ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ６ の 構 成 に お い て 用 い ら れ る SNRと MACア ド レ ス の 対 応 付 け を 表 す テ ー ブ ル の
例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の テ ー ブ ル を 参 照 し て 行 わ れ る 割 り 込 み 通 知 処 理 の 例 を 説 明 す る フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ６ の 構 成 に お い て 用 い ら れ る SNRと VLANIDの 対 応 付 け を 表 す テ ー ブ ル の 例 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ の テ ー ブ ル を 参 照 し て 行 わ れ る 割 り 込 み 通 知 処 理 の 例 を 説 明 す る フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 ５ の ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド を 、 複 数 の プ ロ セ ッ サ を 有 し 、 単 一
の OS内 で そ れ ぞ れ 異 な る プ ロ セ ス が 実 行 さ れ る 端 末 に 組 み 込 ん だ 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 １ ０ １ 　 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス カ ー ド ， 　 １ ０ ２ 　 ネ ッ ト ワ ー ク ， 　 １ ４ １ － １

10

20

30

40

50

(11) JP 2007-206955 A 2007.8.16



乃 至 １ ４ １ － ３ 　 Ｓ Ｎ Ｒ ， 　 １ ４ ２ － １ 　 PU， 　 １ ４ ２ － ２ 　 Ｓ Ｐ Ｕ ， 　 １ ４ ２ － ３ 　 Ｓ
Ｐ Ｕ ， 　 １ ４ ３ － １ 乃 至 １ ４ ３ － ３ 　 Ｏ Ｓ ， 　 １ ５ １ － １ 乃 至 １ ５ １ － ３ 　 プ ロ セ ス ， 　
２ ０ １ 　 受 信 部 ， 　 ２ ０ ２ 　 ア ド レ ス 解 析 部 ， 　 ２ ０ ３ 　 割 り 込 み 発 生 部 ， 　 ２ ０ ４ 　 テ
ー ブ ル 管 理 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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